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   "Empynase" is a proteolytic enzyme which has ability to dissolve and clear the products 
of inflammatory lesion. 
   It is reasonable, therefore, to use Empynase in combination with antibiotics for treat-
ment of the infected lesion in order to make antibiotics easily spread into the lesion. 
   In the present study Empynase was used for treatment of urinary tract infections. 
   The results were satisfactory as follows  :
   1) Empynase was effective in five of eight patients with choromic prostatitis. 
   2) It was good for the patients with chronic pyelonephritis. 
   3) It was used in patients with traumatic paraplegics associated with urinary tract 
infections. The patients were divided at random into two groups in order to compare the 
effectiveness. Bacteriological cure was noted in only one of ten patients in the first 
group treated with a single administration of sensitive antibiotics, while it was achieved 
in five of eleven patients in the second group administered Empynase with sensitive 
antibiotics. 




































一括表示 す ると第1表 の如 くであ る.特 に著




























































バ イ シ リソ 〃
パ イ シ リン 〃
ウ ロサ イ ダル 〃
シ ノ ミソ
ク ロマ イ
パ イ シ リン
ク ロ タオ ソ
ウ イ ソ トマ イ ロソ
無効
併 用 薬 剤
ア イ ロゾ ン
ア ル ビオ シ ンT
ウ ロサ イ ダル
アル ビオ シ ンT
ウ ロサ イ ダル
ウ ロ ピ リジ ソ
ウ ロ ピ リジ ン
ウ ロ ピ リジ ソ
ウ ロサ イ ダル
効であつた.有 効例中2例 に於いて,使 用後1
週間目頃より前立腺液中の白血球数が著明に増
加し,以後次第に減少 し,自覚症 も白血球数の
減少 とともに改善された.こ れは,エ ソピナー
スによって,炎 症性産物 の融解,排 泄が容易に
なったと解釈 したい,
b)腎 孟腎炎
多数例に,抗 菌性薬剤と併用 したが,何 れも
対照を取 りがた く,エ ソピナース自身の効果を
判定することが困難である.し かしながら,以
下述べる症例に於いては確かに有効であつたと













慢性尿路 感染症 を 合併 してい る 脊損 患者 の
中,自 然排尿可能 で,し か も残尿50cc以 下 の
もの21例を え らび,無 撰択 に二群 に分 け,一 群
には,感 性抗菌剤 とエソ ピナース6錠 を,一 群
には感性抗菌剤 のみを,そ れぞれ1週 間投与
し,治 療 中止後2日 目の細菌 学的治癒率を対比
した(第2.3表)
表 中細菌量 の(+)は,尿 中細菌 数が105/m1
以上 の もの,(一)は103/ml乃 至はそれ以下
を意味 す る.
感性薬 剤のみの投 与群に於いては,10例中1
例 が細菌学 的治癒の状態になつたのに対 して,
併 用群では,11例中5例 が細菌学的治癒 の状態
となった.各 群無菌 となつた例が各 々1例 つつ
認 め られ る.
注 目すべ きは,菌 交代現象 であ り,エ ソ ピナ
ース併用群 に於 いては,10例中8例 に認 め られ
るの に対 し,単 独使用群 では9例 中1例 にのみ
認め られ るに過 ぎない.
又単独投与群 は,投 与前Proteus属菌 が4




















































































































































































































































































































かえつて2例 増 えてい るのに対 し,併 用群 に於
いては,投 与前5例 に認 め られた ものが,1例
になってお り,こ の1例 もParacoli属菌 か ら
交代 した もので ある.
菌耐性 に 関 しては,両 群 とも 差異 は 認めな
い.た だ併 用群第10例のaaく,TC耐 性菌 に対
してTCを 使 用 したものが,菌 交代 を 認め な
が らも,細 菌学的 に治 癒状態 となつた.エ ンピ
ナースの主成分 で あるプ ロナーゼは,Penicillin
耐菌性 に有効 であ り,プ ロナーゼが,細 菌壁 を
破壊 して,耐 性菌 がPenicillinに対 し 感受性
になつ た とす る説や.Pronase自体 がPenicil-
1inaseを破壊 す るためであ るとす る 説が ある
が,耐 性菌に対 す るエ ン ピナースの作用 は興味
深レ・.
一応細菌学的 治癒率か ら見れば,エ ン ピナー
ス併用群の成績 はす ぐれ てい るが,従 来 よ り抗
菌剤に よる感染症 治療 の場合,菌 交代現象 は,
治療を さまた げ る有力 な一 つの理由 と考 え られ
てい るのに,エ ン ピナ ース併 用群に於 いては,
菌交代 を認め なが らも,細 菌学 的治癒率 か ら見
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